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LTIによるLMSとのコース連携が可能な
多読能力推定テストの開発

田尻 大気1,a) 國宗 永佳2,b) 新村 正明1,c)

概要：多読学習の効果向上のために適した本を学習者が選択する支援として，多読を推進する公益財団
ERFは多読レベル推定テストシステム ERFPTを提供している．ERFPTは独立したアプリケーションと

して公開されており，世界 24ヶ国の教育機関において授業の一環として利用されている．近年，高等教

育機関においては LMSが広く使われており，学習ツールを LMSプラグイン化することで LMS利用者は

LMSのアカウントのみで様々な学習ツールを利用できる．しかし LMS毎にプラグインを作成しなければ

ならず，LMSに組み込めるアプリケーションに制限があり難しい．一方で独立システムとして実装した場

合，アカウントが重複することになり利用者の負担が大きい．学習ツールと LMSの連携を目的とした標

準規格である LTIでは，独立システムを LMSと連携できるためこれらの問題を解決できる．本研究では

LTIを使用して ERFPTのテスト実施機能と結果閲覧機能を LMSから利用可能にする．

1. 背景

多読とは文章を分析せず大意を把握する読書法であり，

絵本などのやさしい本から始め，年間 100万語単位の読書

量を目指す．多読ではグレイディッド・リーダー (GR)と呼

ばれる，レベル毎に文章の難易度を調整した学習用書籍を使

用する．しかし GRは出版社ごとに異なるスケールによっ

てレベル分けされている．Extensive Reading Foundation

(ERF) は教育機関において多読の推進を目的に活動する公

益財団であり，その活動の 1つとして出版社ごとに異なる

GRを相互に比較可能にすることを目的とした，ERFグレ

イディッド・リーダースケール (ERFスケール)の策定を

している．

ERFでは学習者が自身の ERFレベルを把握し多読に役

立てるため，多読レベル推定テストシステム ERF Place-

ment Test (ERFPT)を公開している．ERFPTは当初，信

州大学で開発され信州大学のみで利用されていたが，ERF

に移管され現在では世界 24ヶ国の教育機関において授業

の一環として利用されている．

2. ERFPT

ERFPTは独立したWebアプリケーションとして構築
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されており，テスト実施機能と結果閲覧機能およびアカウ

ント管理機能を持つ．

2.1 テスト実施機能

ERFPTのテストは適応型テストになっており，テスト

で使用する問題セットはGRの書籍から抜粋した 1，2ペー

ジ程度の短い物語とその理解度を問う複数の正誤問題から

なる．1回のテストは複数のラウンドからなり，1つのラウ

ンドは，まず物語を読み，次にその理解度を問う設問に答

える形式になっている．受講者の回答状況により異なる問

題セットが選択され 3から 5ラウンド繰り返し，その結果

により推定したレベルを受講者に提示する．また ERFPT

の問題セットは問題作成者により随時追加されている．

2.2 結果閲覧機能

ERFPTは授業で利用することを想定して開発されてい

る．したがって受講者への多読能力推定機能に加え，教授

者が自身の担当する受講者の学習状況を把握するため，担

当する受講者のテスト結果を閲覧する機能を提供してい

る．テスト結果では，推定されたレベル，読書にかかった

時間，回答の正誤などの詳細が確認できる．

2.3 アカウント管理機能

ERFPTは単独のシステムとして構築されているため，

専用のアカウントが必要である．通常ログインとゲストロ

グインがあり，ゲストログインではその都度学籍番号など
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の必要項目を入力することで，一度きりのアカウントとし

て利用できる．アカウントには，管理者，教授者，受講者

のロールがあり，受講者ロールでは，アカウント作成およ

び編集時に担当教授者を設定できる．認証方式はパスワー

ド方式およびOAuth認証 (Twitter, Facebook, Google)が

利用できる．

3. LMSと学習ツールの連携

近年の高等教育機関においては Learning Management

System (LMS)が普及しており，コース管理の役割を担っ

ている．また LMSがカバーできない特定分野の学習支援

についてはそれに特化した学習ツールが導入されている．

3.1 LMSプラグインと独立システム

学習ツールは LMS プラグインとして実装することで

LMSに統合可能である．しかし LMS毎にプラグインを作

成しなければならないため開発コストが課題となる．また

UI上の制限を持たせたいものや外部システムとの連携が

必要なものなど，特殊な条件を持つ学習ツールを LMSプ

ラグインとして移植することは難しい．さらにコンテンツ

が頻繁に更新されるものなども，LMS側でのプラグイン

の再インストールが必要になるため難しい．

一方で独立システムとして実装した場合はこれらの制約

を回避できるが，アカウント管理およびその機能が LMS

と重複することになる．したがって受講者に余計なアカウ

ント作成，管理の手間，および教授者にそれをサポートす

る負担を強いることになる．さらに学習ツールの構築にお

いてもコストが必要以上に掛かることになる．学習ツール

では本来コアとなる学習支援機能が重要であり，開発にお

いてはその部分に注力すべきである．しかし単独のシステ

ムとして開発する場合，学習支援機能以外のユーザ管理や

コース管理などの一般的な機能を実装しなければならなく

なる．

3.2 LTI

Learning Tools Interoperability (LTI) は外部ツールを

LMSと統合可能にすることを目的とした標準規格である．

LTIにより，LMSプラグインを利用する際と同様に独立

したシステムをログインし直すことなくシームレスに利用

できる．LTIはMoodleや Blackboardなど主要な LMSで

サポートされており [1]，LMS毎にプラグインを作成しな

くてよい．また HTTPを使用して連携を行うため，外部

ツールは独立したWebシステムでよい．そのため LMSプ

ラグイン化の問題と独立システムにおけるアカウント管理

の重複の問題を解決できる．また LMSとの連携を念頭に

策定されているため，アカウント情報だけでなくコース情

報なども取得できる．

3.2.1 LTIの詳細

ここでは LTI 1.0 [2]で策定されている Basic LTIについ

て説明する．

LTIでは学習ツールを提供するシステムをTool Provider

(TP)と呼び，学習ツールを利用するシステムを Tool Con-

sumer (TC)と呼ぶ．TCは一般に LMSが相当する．また

コースに準ずる，共通のユーザとロールを持つコレクショ

ンをコンテキストと呼び，コンテキストはコース，プロ

ジェクト，グループなど複数のタイプがある．

教授者は TPの管理者からツールを利用するための資格

情報を取得し，その資格情報を使用して TCのコース上に

Launch Linkと呼ばれるリンクを設置できる．コース上の

ユーザは Launch Linkをクリックし学習ツールを利用で

きる．その際 Basic LTI Launch Data (Launch Data)と呼

ばれる POSTデータが TCからユーザのWebブラウザを

経由し TPへ送信される．TPは Launchの際に，Launch

Data に付与されているパラメータからユーザ，ロール，

コースなどの情報を取得できる．

3.2.2 LTIを使用した学習ツール

藤井らはプログラミング教育支援のシステムを LTIによ

り LMSと連携させ，JUnitを用いた提出プログラムの自

動テスト機能を実現している [3]．

学習ツールが授業で利用される場合，教授者が受講者の

学習状況を把握するための機能も必要である．しかし先行

研究では受講者への学習支援の機能に主に着目しており，

それらの機能は提供されていない．

4. 提案

ERFPT は独立したシステムとして実装されているた

め，LMSと別のアカウントが必要となり受講者と教授者

に過剰なアカウント管理の負担を課している．したがって

ERFPTのテスト実施機能と結果閲覧機能を LTIを使用し

て LMSから利用可能にすることでこれを解決する．また

開発コストの低減のため，テスト実施機能と結果閲覧機能

に絞り，アカウント管理機能を廃す．

4.1 設計概要

ERFPTの 3つの機能のうち，テスト実施機能，結果閲

覧機能の 2つを LTI経由で利用できるよう修正を行い，こ

れらの機能で必要とされていたアカウント管理機能の一部

を廃す．

4.1.1 コース管理

結果閲覧機能は教授者が自身の担当する受講者のテスト

結果を閲覧する機能であり，今回提案するシステムでも同

様の機能を実現するため，コース毎に閲覧できるよう実装

する必要がある．ただし，ERFPTのコース管理について

は，コースの作成，コース上のメンバの管理，コース上の

アイテムの利用制限といったコース管理機能は LMSが有
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図 1 システム構成

していると仮定し，これらの機能は LMSに移譲し ERFPT

では実装しない．そのためユーザやコースといったテーブ

ルは作成せず，Launch Dataを単なる値のセットとして単

一のテーブルに保存する．

4.1.2 結果閲覧機能

LTI 1.1 [4]では LTI Basic Outcomes Service (Outcomes

Service)により評点を LMS にフィードバックできるが，

評点は 0.0から 1.0の数値でしか表現できない．ERFPT

では授業での支援に役立てるため，受講者の多読レベルや

読書速度などテスト記録の確認する必要があり，評点で

はこれらを表現できない．したがって Outcomes Service

は使用せず，教授者も Launch Linkから ERFPTにアク

セスし，ERFPT上で結果閲覧をすることとした．LTIで

は Launchした際に LMSから送信される Launch Dataに

よってコース情報が得られる．このコース情報を使用して

教授者がコース毎に受講生のテスト結果を閲覧できるよう

にする．

4.2 詳細

システムの概観を図 1 に示す．ユーザは LMSから LTI

を経由して利用し，受講者にはテスト実施機能を，教授者

にはテスト結果閲覧機能を提供するようロールによる振り

分けを行う．具体的なシナリオは以下になる．

( 1 ) ユーザはコース上の Launch Linkをクリックする．

( 2 ) ユーザのブラウザから ERFPTに Launch Dataが送

信される．

ユーザが受講者であった場合，以下の経路に分岐する (図

1上部)．

( 3a ) ERFPTは Launch Dataに付与されたロールから受

講者だと判定しテスト画面を表示する．

( 4a ) 受講者はテストを受験し，受験終了時，ERFPTは

保持していた Launch Dataとテスト結果を保存する．

( 5a ) ERFPTは受講者に推定した多読レベルを提示する．

ユーザが教授者であった場合，以下の経路に分岐する (図

1下部)．

( 3b ) ERFPTは Launch Dataに付与されたロールから教

授者だと判定し結果閲覧画面を表示する．

( 4b ) ERFPT は結果閲覧画面を表示する際に Launch

Dataのコース情報によって絞り込みを行う．

( 5b ) ERFPTは教授者が担当するコースの受講者のテス

ト結果のみを表示する．

4.2.1 ロールによる表示ページの振り分け

LTI経由でアクセスしたユーザの LMSにおけるロール

は， Launch Data の roles パラメータによって識別でき

る．今回は教授者と受講者のみが LTI経由で利用すると仮

定し，roles パラメータの値が Instructor だった場合を

教授者ロールに，それ以外を受講者ロールにマッピングし

た．そして教授者ロールの場合は結果閲覧ページに，受講

者ロールの場合はテスト受験ページにリダイレクトするよ

うにした．

4.2.2 コースの絞り込み

教授者が結果閲覧画面にアクセスした際，結果閲覧機能で

は教授者が所属するコースに属する受講者のテスト結果のみ

を絞り込んで表示している．これには教授者と受講者のテ

スト結果がどのコースに属するものか識別できている必要が

ある．そのためにまず受講者の受験完了時に Launch Data

を受験結果とともにDBに保存する．Launch Dataに含ま

れるパラメータのうち，tool consumer instance guidは

TCのユニーク IDで，context id はその TCにおける起

動したリンクを含むコンテキストのユニーク IDである．し

たがって tool consumer instance guid と context id

の 2つのパラメータの組を識別子とすることでコースを一

意に識別できる．

5. 評価

構築したシステムを信州大学の英語教員が受け持つ 3つ

のクラス A, B, C に導入し，複数の教育機関で利用され

ることを想定した実証実験を行った．ここでクラスは教育

機関における教授者と受講者のまとまりを指し，コースは

LMSにおけるまとまりを指す．クラス A, Bは信州大学生

を対象としたクラスで，信州大学のMoodleに用意された

コースをそれぞれ利用している．クラス Cは外部生を対象

としたクラスで，通常の授業では LMSは利用していない．

実験で使用したシステム構成を図 2に示す．まず，実験

用サーバを構築し，そのサーバ上に ERFPTを構築した．

複数の教育機関で利用できることを確認するため，実験

用サーバに Moodle を構築し，クラス C のためのコース

を作成した．これを別機関のコースとみなす．信州大学

Moodle上のコース A, Bおよび外部クラス用Moodle上の

コース Cそれぞれに Launch Linkを設置し，各クラスの

受講者に対し，ERFPTの受験を課した．

教授者がそれぞれのMoodleのそれぞれのコースから結

果閲覧画面を Launchし，教授者が LTI経由でコース毎に

受講者のテスト結果が閲覧できることを確認した．また受

講者のテスト結果が保存されていることから受講者が LTI
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図 2 実験で使用したシステム構成

経由でテストを受験できているといえる．

一方で受講者の情報は受講者がテストの受験を完了しな

ければ ERFPTに保存されないため，受験していない受講

者のテスト結果はそもそもリストに現れない．これにより

教授者が受験を完了していない受講者の発見が難しい問

題が発生した．LMS側ではコースの全ての受講者の評点

のリストが見られることから，Outcome Serviceを使用し

て，受験者がテストを完了したかどうかを 1か 0で LMS

にフィードバックすることで，これを解決可能であると考

える．

6. 結言

本研究では LTIを利用し，コース管理機能の開発コスト

の低減および複数機関の利用を想定したコース単位の教授

者のための受講者のテスト結果閲覧機能の実現を目的とし，

システムの実装を行った．設計においては ERFPTに求め

られる中心的な機能であるテスト実施機能と結果閲覧機能

の既存の要求を満たしつつ，アカウント管理，コース管理

を LMSに移譲することにより実装コストの削減を行った．

そして構築したシステムを信州大学および信州大学外の 3

つのコースに導入し，そこで実証実験を行いコースごとに

テスト結果が管理できることを確認した．

今回実験で使用した LMSはMoodleのみであった．他

の LMSでは細かい実装の差異により不具合が発生する可

能性があるため，追加の検証を行う必要がある．

また ERFPTのアカウント管理機能を廃し LTI経由から

のみ利用可能にしたため，LTIに対応した LMSを持たない

教育機関では利用できない．しかし ERFでは既にMoodle

をホスティングし公開していることから，こちらにERFPT

を起動する Launch Linkを設置したコースを作成し利用さ

せることで解決可能である．

今回結果閲覧画面では各受験結果の詳細情報を提示する

に留め，コースに設置した Launch Linkも 1つのみだっ

た．ただし，Launch Data には Launch Linkの識別子と

なる launch link id パラメータが含まれているためコー

ス上の各 Launch Linkを識別可能である．したがってクラ

スで複数回受験させる場合，テスト毎に Launch Linkを用

意しそこから受講者に受験させることで何回目のテストを

受験したかが識別できる．これによりテスト間の成長の可

視化するといったことなども可能であり，今後はテスト分

析などへの活用も検討する．
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